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高齢化社会， 男女共生社会において， 男女ともに充実した生活をするためには， それぞれが生活自立し，

互いに理解， 協力し合って共生する必要がある．

　

わが国は諸外国に比べて， 性別による役割分業意識が強い”
‐ しかし， 近年はライフスタイルの変化とと

もに， 男性の家事労働時間が増加傾向にあるなど， 性役割分担意識が薄くなる方向への変化が進んでいると

いわれる２）
． 厚生白書３）によると“男は仕事， 女は家庭” という考え方に同感しない者が１９８７年から１９９５年

の１０年たらずの間に， 女性３１．９％から５３‐９％へ， 男性２０‐２％から４０‐２％へと急増 し， さらに，
“夫も家事や

育児は平等に分担するべき” と考える妻は１９９３年の調査で６９‐５％に達している． また， 天野２）や下坂４）によ

ると， 男性が多くする家事行動は育児， 教育， 買物， 掃除， 風呂の準備などであり， 食事づくりに代表され

る食生活家事行動をする者は少数であった‐ 朝日新聞の調査５）でも 「男性も料理づくりをする方がよい」 と

考える男性７０％，「毎日食事づくりをしている」 男性７％であり， 食生活家事行動については， 意識レベル

と実践レベルには大きなずれがあることを示した． この理由として， 食生活にかかわる家事行動は， 他の家

事行動に比べて合理化しにくいことが先ずあげられる‐ すなわち， 生活に不可欠であり， 日に三度， 定時性

を持たせて， 栄養バランス， 多様性， 家族構成員の暗好性との適合が要求される． さらに調理技術は他の家

事に比べ容易ではないことなどが実践する者の割合を低くしてい・ると考えられる‐

　

しかし， 食生活は生命活動の根幹にかかわることであり， 同時に文化的営みであるなど， 人間生活の最も

基本的な部分である‐ そこで男性の生活自立の基本として食生活に着目し， 現在の食意識・食行動と子供時

代の食体験とのかかわり， および食生活家事行動の実践にかかわる要因を探ぐることを目的とした．
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１

　

調査対象

　

旭川市内に在住の既婚の男性９３９人を調査対象とした． 対象者の年齢は３０歳未満８人，３０‐３４歳 ６３人， ３５－

３９歳 ３３８人，４０‐４４歳 ３４８人，４５歳以上１８２人であり， 職業はサラリーマン７７８人， 自営業１１２人， その他４９人

であった‐

２

　

調査内容

調査項目は， 現在の食意識や食行動に関する３０項目， 子供時代の食体験に関する１０項目， 自炊経験の有無

とその経験年数とした．

回答は， 食意識や食行動に関する項目については 「よくあてはまる」 から 「全くあてはまらない」 までの

５段階尺度とした． また， 子供時代の食体験に関する項目については「はい」，「どちらともいえない」，「い

いえ」 の３段階尺度とした．

３

　

調査実施方法と実施時期

調査票を個別配布し， 質問紙による自己記入法により回答を得た （回収率８６．５％， 有効回答率７３．３％）．

なお， 本調査は１９９６年６月に実施した．

４

　

分析方法

４－１） 現在の食意識・食行動の基本因子の抽出

　

食意識・食行動の基本因子を明らかにするため， 調査対象者をサンプルとし， 対象者への質問項目を変数

として， 因子分析を行った． 因子分析にあたり， 特性の検出力の低い変数を除去し， 項目を集約して累積寄

与率を高くした． すなわち， 渡辺らの方法６｝に従い， 全変数の共通性の推定値を重相関係数の２乗で求め，

この値が相対的に低い項目は， その変数の説明力の低さという観点から除去し， 項目を表１の２１項目に集約

した （第１回目の因子分析）． 次いで， これら集約された項目で因子分析 （第２回目の因子分析）を行った．

第２回目の因子分析に用いた項目については， 回答の 「よくあてはまる」 から 「全くあてはまらない」 まで

の５段階尺度に５点から１点までを与え， 項目別に集計した． さらに第２回目の因子分析の各因子に属する

項目の粗点合計を項目数で除し， これを各因子の得点とした．

４－２） 現在の食意識・食行動と子供時代の食体験とのかかわり

　

食意識・食行動の各因子の得点について， 子供時代の食体験の回答を要因にして分散分析を行った．

４－３） 食生活家事行動にかかわる要因

　

因子分析により得られた食生活家事行動を示す因子の得点により対象者を分類し， これを外的基準として

林の数量化２類により分析した‐ 要因の選定は調査全項目についてクロス集計を行い， Ｘ２検定の結果， 有

意差のあった項目を対象に解析を行った．

結果および考察

１

　

現在の食意識・食行動

　

因子分析結果と項目別平均得点を表１に示した‐

項目別平均得点から食意識・食行動をみると， ４点以上や２点未満の項目はなく， 食生活に対して明確な
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意識や行動が少ないことを示した． その中で比較的高い得点の項目は 「外食より家庭の食事が好き」，「いつ

でも手作り料理を食べたい」 であり， 比較的低い得点の項目は 「食べたい料理は自分でつくる」，「家族のた

めに料理づくりしている」 であった． すなわち， 自分で料理はしないが， 家庭で手づくり料理を食べたいと

考えているようであった‐

　

－

表１

　

食意識・食行動の因子分析結果と項目別得点

因子分析結果 項目別得点

因子

　　

因子負荷量

　　

設問項目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平均点

　　　

標準偏差

第１因子 （３．２
１）
，１５．１％２｝）：「食事づくりの実践」

０‐９０４
３｝

　　

家族のため食事づくりしている

　　　　　　　　　　

２‐０４

　　　　　

１‐１４

０‐８９０

　　　

食事づくり手伝う

　　　　　　　　　　　　　　　　　

２‐２０

　　　　　

１‐１８

０．８７２

　　　

食べたい料理は自分でつくる

　　　　　　　　　　　

２‐０２

　　　　　

１‐１５

０．５８９

　　　

食べたいものは自分で買ってくる

　　　　　　　　　

２‐５４

　　　　　

１‐１７

０．５４９

　　　

買物に同行し， 食料品選びに参加

　　　　　　　　

３‐０４

　　　　　

１．２７

第２因子 （２‐５，１２．１％）：「食を介した交流」

０‐８０７

　　　

会話を楽しみながら食事する

　　　　　　　　　　　

３‐１４

　　　　　

０‐９５

０‐７７３

　　　

食事の時は楽しい雰囲気づくり

　　　　　　　　　　

３‐３２

　　　　　

０‐８８

０．６７７

　　　

友人、 知人を招いて食事するの好き

　　　　　　　　

２‐９３

　　　　　

１‐０６

０．５９２

　　　

おいしい料理や店の話をよくする

　　　　　　　　　

３‐１７

　　　　　

１‐０３

第３因子（２‐４，１１‐４％）：「グルメ」

０‐７９６

　　　

おいしいものしか食べたくない

　　　　　　　　　　

３．０５

　　　　　

１‐１３

０‐７２６

　　　

料理の味にうるさい

　　　　　　　　　　　　　　　

３．４５

　　　　　

１．０４

０．６８６

　　　

高価でも良質食材の料理食べたい

　　　　　　　　　

３‐１０

　　　　　

１‐０８

０．４３３

　　　

食事を楽しむのは生きがい

　　　　　　　　　　　　

３‐５５

　　　　　

０‐９５

第４因子（１．９，８‐８％）：「家族共食」

０‐８２６

　　　

規則正しい食事している

　　　　　　　　　　　　　

３．２３

　　　　　

１‐２４

０．７３４

　　　

夕食は家族と一緒に

　　　　　　　　　　　　　　　　

３‐３１

　　　　　

１．３４

０，７０４

　　　

朝食はいつも子供と一緒に

　　　　　　　　　　　　

２‐８４

　　　　　

１‐４８

第５因子 （１．５，７．１％）：「家庭の食事への愛着」

０．７８７

　　　

外食より家庭の食事が好き

　　　　　　　　　　　　

３．９３

　　　　　

０‐８９

０．５９２

　　　

食事は時間をかけてゆったりと

　　　　　　　　　　

３‐２３

　　　　　

１‐０６

０．４８１

　　　

いつでも手づくり料理食べたい

　　　　　　　　　　

３．６３

　　　　　

１‐００

第６因子 （１‐４，６．８％）：「食倹約」

０．８４８

　　　

お金は食事より他のことに使いたい

　　　　　　　　

２‐７７

　　　　　

０‐８５

０．７２７

　　　

食べ物で賛沢するのは後ろめたい

　　　　　　　　　

２．４２

　　　　　

０‐８８

１｝

　

各因子の固有値
２｝

　

各因子の寄与率
３） 因子負荷量
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因子分析の結果による各項目の因子負荷量から， 各因子は次のように解釈された．

第１因子：食事づくりの実践

第２因子：食を介した交流

第３因子：グルメ

第４因子：家族共食

第５因子：家庭の食事への愛着

第６因子：食倹約

　

各因子の得点について， 対象者の年齢， 職業， 自炊経験， 妻の職業を要因にして分散分析を行った結果を

表２に示した．

表２

　

対象者の属性と食意識・食行動の各因子の得点

因子

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第１

　　　　

第２

　　　

・ 第３

　　　　

第４

　　　　

第５

　　　　

第６

食事づくり

　

食交流

　

・ グルメ

　　

家族共食 家庭食愛着

　

食倹約

因子の平均得点

　　　　　　　　　　　

２．３７

　　　　

３‐２１

　　　　

３．２９

　　　　

３．１３

　　　　

３‐６０

　　　　

２‐６０

　　

標準偏差

　　　　　　　　　　　

０‐９２

　　　　

０‐７３

　　　　

０‐７６

　　　　

１．０４

　　　　

０‐７０

　　　　

０・７１

年齢：３５歳以下（ｎ＝ ７１）

　　　　

２．４３

　　　　

３‐３８

　

，

　　

３‐４５

　　　　

２．８９

　　　　

３．６２

　　　　

２‐６１

　　

３５「３９歳 （ｎ＝３３８）

　　　　

２．４５

　　　　

３‐２２

　　　　

３．３６

　　　　

２‐９５

　　　

， ３‐５８

　　　　

２．５９

　　

４０一４４歳 （ｎ＝３４８）

　　　　

２‐２５

　　　　

３．１３

　　　

，３．２３

　　

・３‐２１

　　　

３．５０

　　　　

２．６５

　　

４５以上

　

（１Ｉ＝１８２）

　　　　

２‐４１

　　　

３．２９

　　　　

３．２２

　　　　

３‐４１

　　　

３．８５

　　　　

２‐４９

　　　　

Ｆ値

　　　　　　　　　　　

２‐９

　　　　

３‐３

　　　　

２．９

　　　

・９．９（＊＊） １０．１（＊＊）

　

２‐２

職業：サラリーマン （ｎ＝７７８）

　　

２‐３７

　　　　

３‐１８

　　　　

３．２８

　　　　

３‐１３

　　　　

３‐５９

　　　　

２‐６０

　　

自営業

　　　

（ｎ＝１１２）

　　

２．２６

　　　　

３．４１

　　　

３‐４０

　　　　

３‐０７

　　　　

３．７５

　　　　

２．４９

　　

その他

　　　

（Ｉ１＝ ４９）

　　

２．５２

　　　　

３．２６

　　　　

３．２０

　　　　

３‐２８

　　　　

３．５８

　　　　

２．７１

　　　　

Ｆ値

　　　　　　　　　　　

１‐４

　　　　

４．８（＊）

　　

１．３

　　　　

０．６

　　　　

２．５

　　　　

１．９

妻の職業：

　

専業主婦

　　　　

（ｎ＝４４９）

　

２‐２６

　　　　

３‐２１

　　　

３．２９

　　　　

３‐１３

　　　　

３‐６３

　　　　

２．５８

　

パートタイム勤務 （ｎ＝２９７）

　

２．３７

　　　　

３‐０１

　　　

３‐２４

　　　　

３．０７

　　　　

３．５３

　　　　

２‐６５

　

フルタイム勤務

　

（ｎ＝１５９）

　

２．６８

　　　　

３‐４３

　　　　

３．３７

　　　　

３‐２３

　　　　

３．７１

　　　

２．６５

　

その他

　　　　　

（ｎ＝ ３４）

　

２．３４

　　　　

３．２６

　　　　

３．４０

　　　　

３．３４

　　　　

３‐５０

　　　　

２．５０

　　　

Ｆ値

　　　　　　　　　　　　

８‐４（＊＊）

　

７‐０（＊＊）

　

１‐４

　　　　

Ｌ３

　　　　

２‐８

　　　　

２‐４

独身時代の自炊経験：

　　

無し

　　　　　

（ｎ＝３８２）

　

２．２３

　　　　

３‐１６

　　　　

３．２１

　　　

３．１２

　　　　

３．５６

　　　　

２．６３

　　　

２年以下

　　　

（ｎ＝１１８）

　

２‐２４

　　　　

３．ｉ２

　　　　

３．３５

　　　　

３．１２

　　　　

３．６４

　　　　

２．６１

　　　

２年１月－４年 （ｎ＝２１８）

　

２‐４５

　　　　

３．２７

　　　　

３．３１

　　　

３．１２

　　　　

３．６１

　　　

２‐５６

　　　

４年１月以上

　

（ｎ＝２１１）

　

２．６０

　　　　

３‐３０

　　　　

３‐４０

　　　　

３．１８

　　　　

３‐６９

　　　　

２‐５４

　

・ 不明

　　　　　

（．ｎ＝ １０）

　　　　

Ｆ値

　　　　　　　　　　　

８．６（＊＊）

　

２．６

　　　　

３．２

　　　　

０‐２

　　　　

１．６

　　　　

１．０

結婚後の別居自炊経験：

　　

無し

　　　　

（ｎｒ＝８２３）

　　

２．３５

　　　　

３‐２１

　　　

３．２８

　　　　

３．１７

　　　　

３‐６０

　　　　

２‐６０

　　　

１年以下

　　

（ｎ＝ ３２）

　　

２．４１

　　　

３‐１０

　　　　

３‐３１

　　　

３‐０３

　　　　

３．８４

　　　　

２．６８

　　　

１年１月以上 （ｎ＝ ６９）

　　

２‐５２

　　　　

３‐３１

　　　

３．６２

　　　　

２．７８

　　　　

３．６４

　　　　

２．４５

　　

不明

　　　　

（ｎ＝ １５）

　　　

Ｆ値

　　　　　　　　　　　

１．１

　　　　

１．０

　　　　

３．１

　　　　

４．４

　　　　

１．９

　　　　

１．６

＊＊ｐ＜０．００１，

　

＊ｐ＜０．０１
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食事づくりの実践の因子得点は， 妻の職業と， 独身時代の自炊経験で有意差が認め‐られ， 妻が専業主婦や

パート，タイム勤務よりもフルタイム勤務の方が食事づくりを多く実践していた． また，‐独身時代の自炊経験

が永いほど食事づくりを多く実践していた．

　

食を介した交流の因子得点は， 調査対象者本人と妻の職業で有意差が認められ， 本人の職業はサラリーマ

ンより自営業の方が， 妻の職業は専業主婦やパートタイム勤務よりもフルタイム勤務の方が， 食べる営みで

の人間交流を重視していた．

　

家族共食と家庭の食事への愛着の因子得点は， 年齢で有意差が認められ， 家族共食は年齢が糟；くなるほど，

家庭の食事への愛着は４５歳以上で高くなっていた．

表３

　

子供時代の食事、 食卓状況と食意識・食行動因子の得点（分散分析）

因子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第１

　　　　

第２

　　　　

第３

　　　　

第４

　　　　

第５

　　　　

第６

　　　　　　　　　　　　　　　　　

食事づくり

　

食交流

　　　

グルメ

　　

家族共食

　

家庭食愛着

　

●食倹約

食事が楽しみだった

　　

いいえ

　　　　　　　

（ｎ＝ ５１）

　　

２．１４

　　　　

２‐８９

　　　　

２．９１

　　　

２．５４

　　　　

３‐１４

　

・

　

２．６５

　　

どちらともいえない

　

（ｎ＝３８９）

　　

２．２４

　　　　

３‐０２

　

・

　　

３‐１４

　　　　

３‐０４

　　　　

３‐４７

　　　　

２‐６６

　　

はい

　　　　　　　　

（ｎ＝４９５）

　　

２．４９

　　　　

３－３９

　　　　

３・４５

　　

′

　　

３．２７

　　　　

３‐７７

　　　　

２‐５４

　　

Ｆ値

　　　　　　　　　　　　　　　

１０‐０（＊＊）

　

３４‐４（＊＊）

　

２６．３（＊＊） １４‐４（＊＊） ３２‐８（＊＊）
．

　

３．３

家族一緒に食事することが多かった

いいえ

　　　　　　

（ｎ＝１４８）

　　

２‐２１

　　　

３．１６

　　　　

３‐３５

　

・

　

ｒ２．６３

　

▼

　　　

３．４８

　　　　

２‐５３

どちらともいえない （ｎ＝２４８）

　　

２‐４５

　

◆

　　

３．１７

　　　　

３‐３１

　　　

３‐１３

　　　　

３．５５

　　　　

２‐７１

はい

　　　　　　　

（ｎ＝５４２）・

　

２‐３７

　　　

▲３－２４

　　　　

３－２７

　

・ ‐

　

３．２８

　　　　

３．６７

　　　　

２‐５７

Ｆ値

　　

，

　　　

‘

　　　　　　　　

３‐０

　　　　

１．２

　　　　

０‐５

　　　　

２３‐８（＊＊）

　

５．３（＊）

　　

３．９

食卓での会話が楽しみだった

いいえ

　　　　　　

（Ｉ１＝１８０）

　　

２．２１

　　　

２‐９４

　　　　

３‐２９

　　　　

２．７９

　　　　

３‐５０

　　　　

２‐５５

どちらともいえない （ｎ＝５９９）

　　

２．３９

　　　　

３‐１６

　　　　

３‐２６

　　　　

３‐１７

　　　　

３‐５８

　　　　

２．６１

はい

　　　　　　　

（ｎ＝１６０）

　　

２．４７

　　　　

３－７２

　　　　

３－４２

　　　　

３・３７

　　　　

３－８８

　　　　

２‐５９

　　　　　

Ｆ値

　　　　　　　　　　　　　　　

３‐８

　　　　

５７‐２（＊＊）

　

，
２‐８

　　　

１４．３（＊＊），
１４‐６（＊＊）

　

０‐５

　

両親の食卓でのしつけは厳しかった

いいえ

　　　　　　

（ＩＩ＝１０６）

　　

２‐２９

　　　　

２‐９８

　　　　

３．１７

　　　　

２‐９９

　　　　

３．３７

　　　　

２．５９

どちらともいえない （ｎ＝４２２）

　　

２‐３３

　　　　

３‐１３

　　　　

３‐２４

　　　　

３‐０８

　　　　

３．５８

　　　　

２‐６６

はい

　　　　　　　　

（ＩＩ＝４１０）

　　

２－４２

　　　　

３－３５

　　　　

３－３８

　　　　

３－２３

　　　　

３・７１

　　　　

２－５３

Ｆ値

　　　　　　　　　　　　　　　

１‐４

　　　

１５‐８（＊＊）

　

５‐２（＊）

　　

３．３

　　　

１０．５（＊＊）

　

３‐１

お母さんは料理好きだった

いいえ

　　　　　　

（ｎ＝ ９３）

　　

２‐２９

　　　　

３‐０７

　　　　

３‐１９

　　　　

３‐２１

　　　　

３‐６２

　　　　

２‐５５

どちらともいえない （ｎ＝４７０）

　　

２．２５

　　　　

３．０６

　

－

　　

３‐１６

　　　　

３．０５

　　　　

３‐４９

　　　　

２‐６７

はい

　　　　　

． ‐ （ｎ＝３７５）

　　

２－５３

　　　　

３・４５

　　　　

３・４８

　　　　

３・２３

　　　　

３－７７‐

　　　

２．５３

Ｆ値

　　　　　　　

，

　　　　　　　

９‐５（＊＊）

　

３６．０（＊＊）

　

２０‐２（＊＊）

　

３．５

　　　

１７‐０（＊＊）

　

４‐３

お父さんも料理をしていた

いいえ

　　　　　　

（ｎ＝６３０）

　　

２‐２７

　　　　

３‐１８

　　　　

３‐２７

　　　　

３．１１

　　　

３‐５８

　　　

．２‐５７

どちらともいえない （ｎ＝１７８）

　　

２‐４２

　　　　

３．２６

　　　　

３‐２７

　　　　

３‐０９

　　　　

３‐６６

　　　　

２‐６７

はい

　　　　　　　

（ｎニー２５）

　　

２‐７２

　　　　

３・３２

　　　　

３・４３

　　　　

３・２９

　　　　

３‐７１

　　　

２‐６５

Ｆ値

　　　　　　　　　　　　　　

１４‐０（＊＊）

　

２．４

　　　　

２‐６

　　　　

１．７

　　　　

２‐４

　　　　

２‐０

＊＊ｐ＜０．００１，

　

＊ｐ＜０‐０１

７９



富岡
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表４

　

子供時代の手伝い， 食事づくり体験と食意識・食行動因子の得点（分散分析）

因子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第１

　　　　

第２

　　　　

第３

　　　　

第４

　　　　

第５

　　　　

第６

　　　　　　　　　　　　　　　　　

食事づくり

　

食交流

　　　

グルメ

　　

家族共食 家庭食愛着

　　

食倹約

食事づくりの手伝いをよくした

　　

いいえ

　　　　　　　

（ｎ＝４９１）

　　

２‐１３

　　　　

３．１５

　　　　

３．１９

　　　　

３‐０９

　　　　

３．５３

　　　　

２．６０

　　

どちらともいえない

　

（ｎ＝２６２）

　　

２．５０

　　　　

３．１９

　　　　

３．３９

　　　　

３‐１５

　　　　

３．６３

　　　　

２．６５

　　

はい

　　　　　　　　

（ｎ＝１８５）

　　

２・７９，

　　

３４３

　　　　

３－４３

　　　　

３・２４

　　　　

３．８０

　　　　

２・５１

　　

Ｆ値

　　　　　　　　　　　　　　　

４０．３（＊＊） １０．９（＊＊）

　

９‐８（＊＊）

　

１．４

　　　

１０．０（＊＊）

　

１．８

食品購入のお使いをよくした

いいえ

　　　　　　　

（ｎ＝４１８）

　　

２‐１４

　　　　

３‐０９

　　　　

３．２３．

　　

－３．０６

　　　　

３‐５０

　　　　

２．５６

どちらともいえない

　

（ｎ＝３１７）

　　

２‐４８

　　　　

３．２０

　　　　

３．２９

　　　　

３．１０

　　　　

３‐６０

　　　　

２‐６８

はい

　　　　　　　　

（１１＝２０３）

　　

２－６６

　　　　

３・４７

　　　　

３・４３

　　　　

３・３３

　　　　

３・７７

　　　　

２・５４

Ｆ値

　　　　　　　　　　　　　　　

２６‐５（＊＊） １８．８（＊＊）

　

４．７（＊）

　　

４‐９（＊） １１．３（＊＊）

　

３‐５

キャンプなどアウトドアクッキングを

をよくした

　　

いいえ

　　　　　　　

（ｎ＝４７４）

　　

２．１９

　　　　

３‐１１

　　　

３‐２１

　　　

３．１０

　　　　

３．５３

　　　　

２．６０

　　　

どちらともいえない

　

－（ｎ＝２９１）

　　

２‐４５

　　　　

３‐２７

　　　　

３‐３３

　　　　

３．１２

　　　　

３‐６２

　　　　

２．６１

　　

はい

　　　　　　　　

（ｎ＝１７２）

　　

２．７１

　　　

３‐３８．

　　　

３－４５

　　　　

３・２３

　　　　

３‐８３

　　　　

２・５８

　　

Ｆ値

　　　　　　　　　　　　　　　

２２‐７（＊＊）

　

ＩＱ０（＊＊）

　

６．９（＊）

　　

１．０

　　　

１１．８（＊＊）

　

０‐１

遠足や授業でつくった料理を覚えている

　　

いいえ

　　　　　　　

（ｎ＝２２２）

　　

２．２０

　　　　

３．０２

　　　　

３．２２

　　　　

３．０４

　　　　

３‐４３

　　　　

２．５６

　　　

どちらともいえない

　

（ｎ＝２４４）

　　

２．３３

　　　　

３，１９

　　　　

３．２９

　　　　

３．０４

　　　　

３．６２

　　　　

２‐６９

　　

はい

　　

－

　　　　　　

．（ｎ＝４７２）

　　

２・４６

　　　　

３・３２

　　　　

３・３３

　　　　

３－２２

　　　　

３・６９

　　　　

２‐５７

　　　

Ｆ値

　　　　　　　　　　　　　　　　

６．４（＊）

　

１２．８（＊＊）

　

１．７

　　　　

３‐６

　　　

１０．１（＊＊）

　

２．４

＊＊ｐ＜０．００１，

　

＊ｐ＜０．０１

２

　

現在の食意識・食行動と子供時代の食体験とのかかわり

　

食意識・食行動の各因子の得点について， 子供時代の食事， 食卓状況を要因にして分散分析を行った結果

を表３に， 子供時代の手伝い， 食事づくりの体験を要因にして分散分析を行った結果を表４に示した‐

　

「食事が楽しみだった」 は食倹約以外の全ての食意識．食行動の因子得点に有意差が認められた． すなわ

ち， 子供時代， 食事が楽しみだったという印象を有する者は， そうではない者に比べ， おいしいものが食べ

たいという意識が高く， さらに家庭の食事を家族と共に楽しい会話をしながら食べ， 食事づくりも多くする

というように， 食生活全般に積極的な意識や行動を持つことを示した．

　

「家族一緒に食事することが多かった」 は家族共食の因子得点に，「食卓での会話が楽しみだった」 は食

を介した交流の因子得点に，「食事づくりの手伝いをよくした」，「食品購入のお使いをよくした」，「キャン

プなどアウトドアクッキングをよくした」 は食事づくりの実践の因子得点に， それぞれ最も大きな差が認め

られた一

　

このことは， 子供時代の食意識・食行動は大人になってからの食意識・食行動に大きな影響を与え，

同様の意識・行動を継続して行うことを示していた．

　

また，「母親は料理好きだった」 はグルメ因子や家庭食への愛着の因子得点に有意差が認められたが， そ

れ以上に食を介した交流の因子得点に大きな差が認められた． 母親が料理を楽しんでつくり， 食卓に並んだ

その料理を家族がおいしいと食し， さらに料理を囲んで家族の会話がはずむなどの状況が展開されたことを

うかがわせた．

８０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，



男性の食意識・食行動について

　

「お父さんも料理をしていた」 は食事づくりの実践の因子得点に有意差が認められ， 男性は父親の家事行

動をまねる部分もあることを示していた．

　

なお， 子供時代の 「食事が楽しみだった」 と子供時代の他の項目をクロス集計すると， 食事は家族一緒に，

食卓での会話が楽しみ， お母さんは料理好き， さらに食事づくり （表４） の全ての項目について有意差（い

ずれもｐ＜０‐００１） 認められた‐ すなわち， 食事が楽しみだった者は， 料理好きの母親の食事づくりを自分

も手伝い， 家族一緒に楽しい会話をしながら食事をしていたことを示した‐

表５

　

食事づくりの実践に影響を及ぼす要因

要

　　　　　

因

　　　　　　　　　　

カテゴリー

　　　　　　

度数 カテゴリー数量

　　　

偏相関係数

全くあてはまらない

　　　　　

１０４

　　　　　　

０‐２４６

インスタント食品、 市販惣菜を

　　

あまりあてはまらない

　　　

２２９

　　　　　

０．０７０

　　　　　

０‐３０６（＊＊）
よく利用する

　　　　　　　　　　　

どちらともいえない

　　　　　

１８７

　　　　　

－０‐１７５

あてはまる

　　　　　　　　　　　

７２

　　　　　

－０‐１２９

子供時代， 食事づくりの手伝い

　　

いいえ

　　　　　　　　　　　

３１８

　　　　　

０．１２５

　　　　　

０‐２６６（＊＊）をよくした

　　　　　　　　　　　　

どちらともいえない

　　　　　

１４７

　　　　　

－０‐１１８

　　　　　　　　　　　　　　　　　

は い

　　　　　　　　　　　　　　　

１２７

　　　　　　

一〇１７７

あてはまらない

　　　　　　　　

７４

　　　　　　

０．１９８

食事を楽しむのは生きがい

　　　　

どちらともいえない

　　　　

１８０

　　　　　

０．０５３

　　　　　

０‐１８７（＊＊）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

まああてはまる

　　　　　　　

２３３

　　　　　

－０．０５８

よくあてはまる

　　　　　　　

１０５

　　　　　

一０．１０２

専業主婦

　　　　　　　　　　

２６８

　　　　　　

０．０５９

ヲその職業

　　　　　　　　　　　　　

パートタイム勤務

　　　　　

１８９

　　　　　

０‐００１

　　　　

‐０‐１５５（メド＊）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フ ルタ イ ム 勤 務

　　　　　　　

１０６

　　　　　

一○．１５３

その他

　　　　　　　　　　　　

２９

　　　　　　

０‐００２

全くあてはまらない

　　　　

‘５５

　　　　　　

０‐１４７

あまりあてはまらない

　　　

１５１

　　　　　

０‐０５８

夕食は家族と一緒に

　　　　　　　　

どちらともいえない

　　　　　

９６

　　　　　

０‐０２６

　　　　　

０．１４７（＊＊）

まああてはまる

　　　　　　　

１１７

　　　　　

－０‐０５２

よくあてはまる

　　　　　　　

１７３

　　　　　

‐０．０７６

無し

　　　　　　　　　　　　　

２６０

　　　　　　

０．０３７

独身時代の自炊経験

　　　　　　　　

２年以下

　　　　　　　　　　

６９

　　　　　

０‐１１９

　　　　　

０，１３９（＊＊）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２ 年 １月－－４ 年

　　　　　　　

１３７

　　　　　

－ ．〇４４

４年１月以上

　　　　　　　　

１２６

　　　　　

－０‐０９４

あてはまらない

　　　　　　　　

９２

　　　　　　

０‐１２７

子供の食事の栄養が気になる

　　　　

どちらともいえない

　　　　

１４３

　　　　

－０．０１３

　　　　　

ＱＩ１７（＊）
ことがある

　　　　　　　　　　　　　

まああてはまる

　　　　　　　

２６７

　　　　　

－０．０１３

よくあてはまる

　　　　　　　　

９０

　　　　　

－０‐０７１

食事づくりの実践をしない者

　　　　　　　　　　

３２６

　　　　　

０．１３８食事づくりの実践をする者

　　　　　　　　　　　

２６５

　　　　

一０．１７０相関比

　　　　　

０．５２２

＊＊ｐ＜０．００１，

　

＊ｐ＜０．０１

８１
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３

　

食生活家事行動にかかわる要因

　

食生活家事行動を示す第１因子 「食事づくりの実践」 の因子得点の分布は１点未満０名， Ｌ点以上２点未

満３２７名， ２点以上３点未満 ３４４名， ３点以上４点未満 ２０３名， ４点以上 ６５名であった． そこで食生活家

事行動をする者としない者の差をより明確に知るため， 食事づくりの実践の因子得点が２点未満 ３２７名を

「食生活家事行動をしない者」， ３点以上の者２６８名を 「食生活家事行動をする者」 とし， これら２群を外的

基準として数量化２類により分析した‐ 要因の選定にあたり， Ｘ２検定の結果， 有意差の認められたものは，

現在の食意識・食行動について１５項目， 子供時代の食体験について９項目， 妻の職業， 独身時代の自炊経験

年数であった． これら２６項目について解析し， 各要因の範囲， 偏相関係数から表５の結果を得た．

各要因の食事づくりの実践にかかわる程度は，「インスタント食品や市販惣菜を利用する」，「子供時代，

食事づくりの手伝いをよくした」 が高く， 強い規定力を持つことが認められた． 次いで 「食事を楽しむのは

生きがいのひとつ」 という意識も食事づくりの原動力となることを示した． その他， 妻がフルタイム勤務の

場合， 独身時代の自炊経験が２年以上で永くなるほど， 食事づくりの実践をよく行うことを示した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　

‐

簡便化食品の利用については， 食の安全性， 環境破壊， 日本の農水産業の衰退などに対する” 無意識の加

担者” となるとする意見７）や， 食事のつくり手と食べる側， つくり手同士のコミニュケーションの消失や，

食卓を囲む家族の個食 （別々食） による“家族の食事“ から“個々の食事“ への変化によるコミニュケーショ

ンの消失などが危具される８）とする指摘がある． しかし， 成長の過程で家事を教えられる機会が少なかった

男性が， あまり負担を感じずに食事づくりをするためには， 簡便化食品を利用することで，料理数を増やし，

不足する食材を補給し， さらには家庭で高級レストランの料理を味わうなどのことを， 食卓を豊かにするた

めの手段として， 肯定的に捉える柔軟な考え方も必要になってくると思われた．

　

また， 子供時代の食事づくりの手伝いは， 家庭の食事への愛着や， 食事は楽しいものという意識を強める

とされており９｝１０）
， 食事づくりの実践経験と同時に， 食べる営みの心理的， 社会的機能をより強く体得して

いることが， 食事づくりへの抵抗を少なくしていると思われた．

　

グルメ因子に属する 「食事を楽しむのは生きがい」 という意識が， 食事づくりの要因となるのは， 食事づ

くりという生活手段に， 好きなものを自分でつくるという余暇， あるいは趣味の要素が加わったための行動

と考えられる． 下坂４｝は， 男性の中には・買物や食事づくりを楽しんで行う者があり， 今後， 料理などの家事

行動を余暇として行う男性が多くなるだろうと予想している．

　

また， 女性の社会進出が男性の家事行動を促す大きな要因となっているという観点から， 男性の家事行動

を女性の就労状況とのかかわりから比較する研究は多い１１）‐ 本研究に・おいても妻の就労は男性の食事づくり

を促す要因であることが認められたが， 最大要因ではなかった．

　

女性の社会進出と高齢化社会の到来は， 男性の生活技術自立を不可避のものとする‐ さらに， 成長期の子

どもを有する期間は， 父親として子育てにかかわることが要求される．

緒言で述べたように， 男性の家事行動の中で育児や教育は多く行われている． また， 女性の社会参加が進

む中で父親の育児参加は， よい影響を与えるとしたまとまった研究１１）もある． しかし， 多くの父親が行っ

ている育児や教育は， 子どもをあやす， 保育園への送迎， 勉強を教える， 学校行事に参加するなど， 行動と

して認められやすいことがらではあるが， 家庭あるいは家族による教育機能の最も重要な 「基本的生活習慣

の獲得」 や 「基本的な社会化」 には必ずしもつながらない． むしろ， 加藤１２）が述べているように子育ての

基本を食育におき， 父親もこれに加わることが望ましいと考える． なぜなら， 食べる営みは人間生活の最も

基本的部分であり， さらに， 小児は食べる営みから， 発育や身体機能， 社会的行動や集団適応力， 基本的信

頼感や安定感と意欲などを育むとされている１３）． また， 室田１４）は 「子どもは家族との食事の中で， 人間社会
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の文化， 行動規範を取入れ， また， 大人社会のマナー， 価値観， 好み， 態度， 心の枠組みを知る」， さらに

「家庭においては， 父と母， 夫婦， 親と子などの家族の人間関係のゆがみをつくらないために， 父親の存在

感を示す上で‘‘おとうさんがいると食事はすごくおいしい“ といえる食卓づくりが大切である」 と述べてい

るように， 食べる営みには様々な機能が含まれる‐ このような食育， すなわち， 食べる営みの中での子育て

を好ましいものにするために， 男性自身が， 食生活は日々の活力を生み出すための栄養を摂取するという面

はもとより， 食べることを楽しんだり， また， 豊かな人間関係を醸成し， 社会性を付与する機能を持つこと

を認識した食行動をすることが大切である．

　

また， わが国の高齢化社会は， 三世代世帯の減少と高齢者のみの世帯の増加というかたちで進んでおり，

今後とも高齢夫婦のみの世帯と高齢者単独世帯が増加すると予想される１５）‐ 高齢夫婦世帯では夫婦が共に過

ごす時間が長く， 家事も協力しやすい条件にある． しかし， 一般に性別役割分担意識は高齢者ほど強い． 堀

内１６｝は 「固定化した性別役割分担は， 高齢者の妻の家事負担を過重なものにする． 夫の家事参加を可能に

する生活様式の確立求められる」 としている． また， 伊藤１７）は 「若い時期に食生活家事労働を行わずに高

齢期に単身になった男性は， 栄養の知識が乏しく， 調理技術も知らないため， 公的食事サービスを十分に活

用しにくいという実態にある」 としている‐ これに関し， 和田１８｝は， 高齢者の食生活に対する自立支援策

のひとつとして， 中高年男性を対象とした栄養知識の普及活動や料理講習会を開・くことをあげ， さらに自立

した食生活の実現には， 若い世代から男性の食事づくりへの参加が必要であるとしている．

　

以上のことより， 男性の生涯にわたる生活自立のためには， 子ども時代の食生活体験から食事は楽しいと

いう意識を育て， 同時に食生活にかかわる家事に参加させていくことが大切と思われる． 子どもの 「食事が

楽しい」 という意識にかかわる要因は， 年齢に．より異な‐るが， 小学校中‘高学年では， 楽しい会話をしなが

ら家族一緒に食事をしていること， 食事づくりの手伝いをしていることなどがあげられているおり１９）
， 本研

究の表３， 表４の結果とも一致している． また， この時期に形成された食習慣（どのような食品や料理を，

どのぐらいの量を食べると充足感が得られるか）・は大人になってからの食習慣に大きな影響－を及ぼす２０）． 栄

養摂取の面からも健康的な食習慣と自己管理能力を形成しておくことが必要である．

　

また， 食事づくりをする立場になった際には， 手作り料理のみに固執する事なく， 手作り料理に調理済み

食品や加工食品を上手に取入れ， 独自性のある”わが家の食卓” をつくることが， 精神的にゆとりをもって

継続して食事づくりをしていける方法であると思われた‐

要

　　　　　

約

　

女性の社会進出と高齢化社会の到来は， 男性の生活自立を不可避のものとする‐ そこで男性の生活自立の

基本として食生活に着目し， 現在の食意識・食行動と子供時代の食体験とのかかわり， および食生活家事行

動の実践にかかわる要因を探ぐることを目的に， 既婚男性９３９人を対象に調査研究を行った．

　

その結果，

　

（１） 対象者の平均的な食意識・食行動は， 自分で料理はしないが， 家庭で手づくり料理を食べたいという

ことであった．

（２） 子供時代に家族一緒に食事をしていた者は現在も家族一緒に食事をする， 食卓での会話が楽しみだっ

た者は現在も食を介したコミニュケーションを大切にする， 食事づくりの手伝いをしていた者は現在も食事

づくりを多くするなど， 子供時代の食生活体験は， 大人になってからも同様の食意識・食行動として継続さ

れていた．

　

その中で，「子供時代， 食事が楽しみだった」 という印象を有する者は， 現在も家庭の食事を， 家族と共
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に， 楽しい会話をしながらしており， さらにおいしいものが食べたいという意識も高く， 食事づくりも多く

していた‐ すなわち， 食生活全般に積極的な意識や行動を持つことと関連があり， 子供時代に定着させるべ

き大切な意識であることを示した‐

（３） 食事づくりの実践にかかわる要因は，「インスタント食品や市販惣菜をよく利用する」，「子供時代，
食事づくりの手伝いをよくした」 が強い規定力を持つことが認められた． 男性があまり負担を感じずに食事

づくりをするためには， 手づくり料理に簡便化食品を加えることで， 料理数を増やし， 不足する食材を補給

し， さらには家庭で高級レストランの料理を味わうなどのことを， 食卓を豊かにするための手段として， 肯

定的に捉える柔軟な考え方も必要になってくると思われた． また， 子供時代から食事づくりに参加すること

で， 食生活への関心度を高めておくことも大切であることを示した‐

文 献

１） 湯沢擁彦：図説

　

家族問題の現在，ｐｐ．１０２‐１０５（１９９５），日本放送出版協会，東京

２） 天野寛子：夫の家事労働時間は増加傾向， キューピーニュース，Ｎｏ．２６８（１９９６）

３） 厚生省：夫婦関係の変化，平成８年版厚生白書，ｐｐ．４０‐４５（１９９７）， ぎょうせい，東京

４） 下坂智恵，下村道子：男性の家事行動に対する余暇としての意識，日本家政学会誌，４７，１２１‐１２９（１９９６）

５） 朝日新聞総合研究センター：全国世論調査詳報， 朝日総研リポート，Ｎｏ．１２０，１３２－１５０（１９９６）

６） 渡辺雄二，村元美代，青木

　

宏：女子学生の食行動に及ぼす食意識の影響，日本食品科学工業会誌，４２，７７‐８４（１９９５）

７） 足立恭一郎：日本人の食生活， 食の科学，Ｎｏ．２１６，３６－４５（１９９６）

８） 渋川祥子：食卓からの発信，日本人の生活／日本家政学会，ｐｐ．１１７‐１２１（１９９８），建自社，東京

９） 富岡文枝：母親の食意識及び態度が子どもの食行動に与える影響，栄養学雑誌，５６，１９‐３２（１９９８）

１０） 伊藤至乃， 天野幸子， 殿塚婦美子：食生活における母子のかかわりについての研究， 栄養学雑誌，５１，３９‐５２（１９９３）

１１） 牧野カッコ，中野由美子，柏木恵子：子どもの発達と父親の役割，（１９９６），ミネルヴア書房，東京

１２） 加藤純一：“男の料理“ ブーム２０年目の新展開， 食の科学，Ｎｏ．２２０，１０４‐１１１（１９９６）

１３） 生野照子：親子関係と“食“， 心身医学，２９，２７８‐２８３（１９８９）

１４） 室田洋子：‘・を育てる食卓，ｐｐ．１０‐１１（１９９５）， 芽ばえ社， 東京

１５） 袖井孝子：日本型高齢社会の特質，日本人の生活／日本家政学会，ｐｐ．１４８‐１５２（１９９８），建白社，東京

１６） 堀内かおる，伊藤セッ，天野寛子，森ます美，瀬沼頼子，天野晴子，井野上真弓：日本家政学会誌，４３，５０１‐５０７（１９９２）

１７） 伊藤

　

純，伊藤セツ：高齢化社会における食生活家事労働の社会化，日本家政学会誌，４７，１１５…１２０（１９９６）

１８） 和田淑子：高齢者の食生活支援，日本人の生活／日本家政学会，ｐｐ１５８－１６２（１９９８），建白社，東京

１９） 富岡文枝：小学生の食意識．食行動，およびそれにかかわる生活意識に関する研究，民族衛生，６４，１０５…１１９（１９９８）

２０） 島井哲志：児童期の食行動，食行動の心理学／中島義明，今田純雄，ｐｐ．９８－１１３（１９９６），朝倉書店，東京

８４


